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論 文 内 容 要 旨          
本研究は、清代モンゴルの境界を巡る従来の理解を見直し、新たな理解を提示するものである。 
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論文審査結果の要旨
 本論文は、清朝統治下のモンゴルの遊牧民社会において「境界」がもつ社会統治上の意義を、モンゴル社会の内
在的な論理に基づいて実証的に解明したものである。従来清代のモンゴル史研究では、清朝がそれまでになかった
盟旗界を設定して越境を禁じて遊牧を制約したことが、遊牧民統治を成功させたとする理解が定説化していた。こ
れに対して筆者は、自身が調査したモンゴル国立歴史中央アルヒーフ所蔵の清代文書に基づき、清代モンゴルにお
ける「境界」の意義について、従来の理解を根底から覆す新たな見解を示している。
「序論」では、筆者の立場を、境界の問題を清朝の帝国統治の観点からではなく、「モンゴル人がモンゴル人を統
治する場における境界の意味を説く」こと、すなわちモンゴル遊牧民社会の内在的な境界の論理を解明することで
あるとする。その上で、第一章「越境」では、文書史料を用いて、清代のモンゴル人が、普段公務・遊牧・家畜探
し、参拝、親類訪問、治療などの理由で越境を行い、それが「例」として認められていたことを示し、旗界越境が
禁止されていたとする定説をも否定する。第二章「旗内組織」では、モンゴル社会における越境を論じる前提とし
て、セツェン・ハン部中前旗の事例により、同旗の社会が、乾隆期までに貴族の父系血縁組織（バグ）とその属民
組織オトクで構成される集団と、清朝が設置を義務づけたソムが別々に存在するようになっていたこと、またソム
は清朝が規定する 150 丁の組織ではなく、それ以外の人口も含む組織であったこと、またそのほかに漢人の末裔集
団や、活仏の属民集団がいたことを論じる。第三章「集住と棲み分け」では、旗内や、旗界を越えて隣接旗に越境
した後における移動先での社会集団の居住様態を検証した。その結果、遊牧民の社会集団は、バグ・オトグ、ソム
などの集団が集住することによって棲み分けており、旗、清朝当局もこの認識を共有していたこと、集住により排
他的な居住空間（ノタグ）が形成され、集団間に自ずから境界が生み出されたことを示した。第四章「棲み分けと
統治」では、そのような集住と棲み分けが、「アルバ（賦課・賦役）の遂行・供出、行政連絡や伝達、事件や犯罪の
抑止、事案の処理、生活困難者の保護と言った諸機能」を円滑にする「統治に必須」な条件だったこと、ノタグは
集住を維持しつつ移動可能だったことを論じた。第五章「境界の画定と棲み分けの可視化」では、以上の理解に立
ち、清朝による境界画定の本来の意義を検討する。遊牧民の集住により形成された境界に建てられたオボー（石塚）
は「当該社会で統治を実現させる必要条件ともいえる境界を可視化させ、何らかの問題が起こった際に準拠する資
料として備えた」ものだとする。また設置されたオボーやその地図の目的やインパクトの変容については今後の課
題だとする。結論で筆者は、このような集住と棲み分けによる遊牧民社会統治のあり方は、清代以前の前近代モン
ゴル遊牧民社会の統治原理を解明する「一助」となるとしている。
本論文は、20 世紀初頭以来、清朝が遊牧民の社会に一方的に設置したものとされてきた境界の理解に、筆者自身
が調査した大量の清代文書史料を駆使することによって高度に実証的な論証を行い、根本的な見直しを迫ったもの
である。筆者は、従来の理解が遊牧民社会の側の論理を無視した一方的な議論であることを批判しつつ、文書史料
を用いて遊牧民社会の内部から導き出した内在的な境界理解を対置することで、境界の意義に新たな理解を提示す
ることに成功している。この知見は、遊牧民の居住環境の空間的利用や、秩序構築の歴史的あり方を示したものと
言え、歴史学分野のみならず、ひろく遊牧民社会を対象とする研究にとっても有益な示唆を与える必読文献として
の意義を持つであろうと思量される。
よって，本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。 
